














































































































本稿で参照 している北岡訳では、 これ らの
“obschenie" に対して、「交通」 という訳語は使わ
ず、「コミュニケーション」という訳を充てている。










































































































































































































































































































































































































が彼らの意識を規定するのである。(マルクス  ミハイル・バフチン、北岡誠司訳 (1929/1980)『言
『経済学批判』(大内・細川訳)p.6)       語と文化の記号論』新時代社
8.バフチンはさまざまな記号の中でも言葉という  ミハイル・バフチン、桑野隆訳 (1929/1989)『マル
記号の特性について以下の5つの点を挙げてい   クス主義と言語哲学』未末社
る。                      ミハイル・バフチン、小林潔訳 (1930/2002)「芸術
(1)記号としての純粋性              のことばの文体論」『バフチン言語論入門』桑野隆・
(2)イデオロギー的中立性             小林潔編訳 せりか書房
(3)日常コミュニケーションヘの関与       廣松渉 (1990)『今こそマルクスを読み返す』講談社
(4)内的発話となること              現代新書
(5)あらゆる文化現象に伴うこと         Holquist,Mら(1990),ゴa10ぎsm.London:Routledge.
(バフチン,1980,pp.23-28)   伊藤誓訳 (1994)『ダイアロー グの思想』法政大学
9。 Linell(2009)はこうした見方をより具体化し   出版局
て “inter―act"(間‐行為)という概念を提示し  Linell,P.(2009)Rθttui滅動gLanguage″Ъこa″∂
ている。                           ″劉 J DialoJCa二‰char10tte,NCI Information
Age Publishing.
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